
コミュニティにおけるコンテンツとカジュアル・アライアンスの形成 

 

糸魚川幸宏 

 

電子情報は企業,コミュニティにおいて活性化を生まないという評価も生まれてきている。

大量のジャンクメール受信,ウィルスの発生,ガイドの遅さという苦渋に満ちた現状から,コ

ミュニティにおけるアライアンスが発想され具体的にコミュニティの事例においてアライ

アンスが認知された。ネット・コミュニティは新興住宅地を舞台としてメール,HP の活用か

ら掲示板における特定分野におけるコミュニケーションを喚起した。さらにコミュニティ

における環境問題等へのコラボレーションを志向し事例を考察するものとする。 

 

Content in Community and Casual Alliance 

 

Yukihiro Itoigawa 

 

The author defined a virtual community in my research as a group of people who have gathered to 

achieve common goals in cyberspace. Community built by Railroad Company has its particular 

character in communication with neighboring like never or rare contact each other. Under negative 

tendency to electric communication and recognized face-to-face communication evaluated highly 

the author attempted to promote communication in community and discriminate groups to 

combine as alliance. Information technology like virtual reality and communication board in the 

Internet would bring Virtual Communities of Practice within Modern Organizations as vital 

alliance society. 

 

1. 論文の目的 

 

コミュニティにおける ITの活用の進展は

人と人の関係をアライアンスなものにでき

る状況にした。またウィルスの発生等から

ネットの安全性のためにアライアンス（よ

り結合の強い人間関係）の形成が必要とな

ってきている。コミュニティにおける知識

の共有,足らない知識の提供から市会での

政治的行動の点検に至るまでネットは有効 

Wisdom Inc. 

ウィズダム・インク 

 

と考えられる。本論文では市民生活にお

いてアライアンスを可能にするネットの形

成とコンテンツの制作,提供の論考を行な

うものとする。 

(文中ホームページは HP,ネットワークは

NWと略す) 

 

2. ＮＷへの参加 

 

表１に著者がガイドと会いコミュニティ

におけるネット活動に参加した現況をまと
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めた。Wisdom Net は著者によるもので特

に表に入れた。ネットワーク設立は地域に

おいて始められているが著者が体験したネ

ット活動の過程で発見したことを列挙する。 

 

2-1. サーチエンジンに自分の名前を入れ

て栃木ＮＷ設立の名簿に自分が登録されて

いることを知る。そのＮＷの準備会議に出

席していたが,その後,具体的にＮＷが推進

されなかった。宇都宮市に稀な殺人事件が

起きた時に市民生活には緊密な連絡が取れ

るＮＷが必要と感じた。 

 

2-2. 大学祭で研究展示していた経営工学

研究者の制作した HP の掲示板に投稿,連絡

に利用した。5 人ほどの常連がいることを

発見した。最近は 2 万回目のクリックに記

念商品を出したりすることから記念品をめ

ぐる書き込みが多くなった。当初はリンク

に対する考え方,文章について,映画「青春の

殺人者」に関する考察等があり,インターネ

ット時代らしい意見が見られた。chat はう

まくできているコーナーであったが他人の

名をかたる「荒し」が発生した。教材,フリ

ーソフト等経営工学者らしい工夫でコンテ

ンツが用意されている。 

 

3. 注目コンテンツと NWに発生したこと 

 

3-1. MLにおいて注目し許可を得て活用し

たのはデジタル・アート作品（アテルイ,テ

ラ,民俗人形,花火,立体キュゥビック）,宮沢

賢治,芭蕉の HP,情報の取り扱いガイド,文章

読本,紀行文等がある。 

 

 

3-2. HP,メール使用の範囲が拡大するとコ

ンテンツなしのジャンクメール,他人のア

ドレスをかたり無意味なものを送ってくる

人間が増大した。時期として衆議院選挙の

投票日前日に大量のジャンクメールが入り

選挙の争点等についてコラボレーションで

きなくなったことが認められる。 

 

3-3. 市会議員の28万人区民,20万人有権者

を対象にしたメールによるコンテンツ送信

は百人の単位であり,メールアドレスの入

手,使用のむつかしさが知られる。ウィルス

発生,ジャンクメールの経験をするとこう

した議員のコンテンツ提供もメール受信の

段階で警戒,削除される可能性も持つ。メー

ル送信を行なっている市会議員は画像、音

声をコンテンツにすることはダウンロード

の時間がかかることから避けている。技術

的課題よりもいかにネットの役割を認識し

てもらうかが大事でそこに壁がある。 

 

4. コミュニティ論と現実のコミュニティ 

 

4-1. 掲示板によるアライアンス：コミュニ

ティにおける情報の有効性を否定する意見

は教育の分野からも聞くことができる。コ

ミュニケーションにおいて Face to Face

のコミュニケーションがネットのコミュニ

ケーションよりも有意義であるという結果

が研究によって裏付けされている。町には

人の集まる広場がある。インターネットで

はどこに人が集まるかを見てみると個人

HPにある掲示板,chat に人が集まっている。

infowebの新着リストに出てくるHPを内容

要約タイトルから 100のwebを識別,掲示板

を見てみた。著者が書き込めた掲示板は推
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理小説ファン,フリーの写真家,ヤクルトフ

ァン等の制作したもの 5 件でサーチエンジ

ンの人名検索（糸魚川幸宏）でこれらの掲

示板のうち 4 つが検索されるようになった。

つまり掲示板は極めて有効な情報発信媒体

になるのである。趣味等の掲示板はその趣

味を持たない者には書き込んでいくわけに

いかないものとなる。ラグビーに興味のな

い者,同志社ラグビーに興味がない者には

同志社ラグビー掲示板は特定の仲間の掲示

板でそこで彼らは一つのアライアンスを形

成していることになる。また同志社ラグビ

ーというブランドができている。 

 

4-2. でっくわし（Bumped）からの交流 

どのようなアライアンスが形成されるか

はその HP にどのようなコンテンツが用意

されているかによるところが多いと考える。

infoweb で HP を知った人（音楽ファン

chack）に著者の論文「コミュニケーション

伝播できるコンテンツ制作と配信ルートヘ

の技術的考察について」への意見を求め,氏

のアライアンスを知ることができた。 

 

4.3. ローカルアクトとコンテンツ 

表 2に地域における公的ネット,商取引に

おけるコンテンツ提供についてまとめた。

音楽ファン chack 氏に岐阜からの京都への

意見,岐阜への評価を求めた。コンテンツ制

作のキーワードは「いかに有機質なポリシ

ーを再現できるか？」と回答された。岐阜

は地理的に,日本の中心あたりに位置し,ソ

フトピアジャパンという施設もあるが,コ

ンテンツ・ジャンクションとして機能して

いるのか？と感じる。結果を急ぐ段階では

ないがアライアンスの形成が大事と感じる。 

インターネットで,自分の欲しい情報に

出会うのはおよそ 10%程度だと聞いた。残

りの 90%がゴミに感じられる訳だ。匿名性

のメリット、trust:活発的なコンテンツの充

実ができる。匿名性のデメリット,distrust:

ジャンクメールやウィルスの被害が出てく

る。匿名でありながらもトラブル時は特定

したいと相反する事象は難しく,アライア

ンスの維持を悩ませるタネの一つと思う。

アライアンスを感じる例としては,子育て

について母親達が集まる掲示板のあるサイ

トやガーデニングについて庭園に興味のあ

る人達が集うサイト等,同じ目的や利益を

持つビューアが見出したコンテンツが集ま

ることにより本来,得たいと思う情報に出

会う確率は高くなる感じがする。つまり,カ

ジュアル・アライアンスというのは,魅力的

である記念商品やクリック回数が優先され

るのではなく,生活を営む上でビューアが

欲しいと思えるコンテンツであることが大

事なこと。明確なアライアンスのポリシー

をコンテンツに感じることが出来るのであ

ればよい。そこにカジュアル・アライアン

スに夢を感じる。 

 

4-4. 横浜市青葉区のコミュニティ 

青葉区の区役所において明るい選挙のた

めのコミュニティ・カレッジが定期的に開

催され講演により情報や知識が提供されて

いる。区民のコミュニケーション形態は把

握しにくく,休日に街路での人の交流はベ

ッドタウンの町の色彩から見つけられない。

選挙活動も駅前に出て通勤客に呼びかける

ことが重要であり,候補者は型通りにそう

して運動を行っている。選挙行動分析（11.08

現在 2002 年）：前回衆議院選挙投票率
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62.43％ ,今回の補選 34.52％ ,青葉区は

282,276人の人口である。 

選挙自体にも電子社会に対応した行動が

候補者に見られる。神奈川八区衆議院補選

において五候補者は全て HP で政見を述べ

ていた。区民との直接対話も失われておら

ず著者は五人のうち四人と HP の有無等を

直接,街頭で聞くことができた。 

青葉区において例えば青葉台駅から散策

して目立つ大学は日本体育大学,横浜美術

短期大学で企業では三菱化成がある。イン

ターネットでこれらの団体を区民として検

索することはない。首都リーグ野球が日本

体育大学の健志台グラウンドで行なわれる

ことがあるが選手と区民の密接な関係があ

るとは言えない。コンテンツも広島カープ

ファンの制作している HP のような地域熱

狂発露型のものが話題にならない。 

 

5. 考えられるコンテンツと配信方法 

 

5-1 ヒットを生むコンテンツ 

コミュニティに提供すべきコンテンツと

して考えられるものに社会心理学的コンテ

ンツがある。このコンテンツは Yahoo の人

名検索で検索される。学会が関西大学で開

催されたので KANDAI.html と銘打ってい

たが京都で検索すると糸魚川幸宏の人名検

索で出る最初の HP として出てきた。

Cognitiveに関する情報処理学会発表コンテ

ンツが同じく検索の上位に出てきた。この

ことから地域におけるコンテンツ・ニーズ

を押さえ良いコンテンツを提供することが

アライアンス形成に大事と考えらた。 

 

 

5-2.  ネットと他のメディアとの関係 

①TVに出ることの影響は大きい。当選者は

テレビに出ていた。ドレッシング業者はテ

レビに出て chatが活発になった。 

②流行歌,地域の活性化に歌のような文化

的要素が必要と考えられる。仙台には川,城

があり歌が生まれ全国に知られている。青

葉区の歌は特に聞かれず文化的要素を町の

構成に入れる都市デザインが求められる。 

③コンテンツには国際性が必要でインター

ネット上にコンテンツが乗せられた段階で

地球上どこでもそのコンテンツが見られて

いくことを意識してコンテンツを制作する

必要がある。日本語のみのコンテンツでも

写真でかなりの理解がされるから,各HTML

に行くことができるように Enter, Exit 等

の表示がされどこかに英語 HP（京都ガイド

等）へのリンクがあるとそのコンテンツが

有効に見られるようになると考えられる。 

 

6. 真の Virtual Community への展開 

 

① 情報が無限に提供される中でグローバ

ルな発信を目指した HP がローカルアク

トとして意図した区単位でのアライア

ンス形成は地域ニーズに合致したコン

テンツの提供で可能と判断した。 

 

② 掲示板利用で広くアライアンス形成へ

の意見が収集できると判断した。 

 

③ virtual community における技術的援

助についても地域において個人ベース

に技術基盤（i アプリの作り方等）を築

いている人の力を借りる方向でアライ

アンス（頼れる人）を作れると考える。 
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